










































































































































































































































































































C.Mercadier., Le trabail émotionnel des soignants à l’hôpital , 2010, Seli 
Arlan.W.Hesbeen., La qualité du soin infirmier , 2000, Masson.
広井良典編著『ケアとは何だろうか』（2013・ミネルヴァ書房）
西平直編著『ケアと人間』（同）
佐藤典子「2025年問題と看護師の過労・離職の現状」　
『千葉経済論叢』第52号　PP.1－23　（2015・千葉経済大学）
――――『現代人の社会とこころ』　（2009、第２版2016・弘文堂）
――――『看護職の社会学』　（2007、2009第２版、2016第３版・専修大学出版局）
上野千鶴子著『ケアの社会学』（2011・太田出版）
　本研究は、科学研究費　基盤研究（Ｃ）平成23年度～ 28年度
　研究課題：「個人化する社会の「看取り」：その担い手と受け手の日仏研究」（研
究代表者：佐藤典子）による。
ⅰ 世界保健機構（WHO）や国連の定義では、高齢化率が７％を超えた社会を「高齢化
社会」、14％を超えた社会を「高齢社会」、21％を超えた社会を「超高齢社会」という。
ⅱ  2008年10月の大阪高裁判決で、過労死につながった過酷な勤務実態と指摘された状況
と近いもので、過労死危険レベルとは、時間外勤務が付き60時間を超えた勤務を指す。
調査回答者3010人のうち、交代制勤務（２交代、変則２交代、３交代、変則３交代）を
しているのは、1728人。そのうち、4.3％にあたる23人に１人が、60時間超える時間外勤
務をしていると回答した（2008年10月実績。日本看護協会広報部2009年４月24日）。
